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 Effects of volatile anesthetics on oral tissue blood flow: 














1.0 MAC および 1.5 MAC の濃度で吸入させ、各パラメータの観察を行った。観察項目は心拍数(HR)、
血圧(収縮期圧、平均動脈圧(MAP)、拡張期圧)、総頸動脈血流量(CCBF)、舌粘膜血流量(TBF)、下顎骨
骨髄血流量(BBF)、咬筋血流量(MBF)、上顎前歯部唇側歯槽粘膜下組織血流量(UBF)、下顎前歯部唇側歯







ると、どのパラメータも 0.5 MAC では有意な差がみられなかった。1.5 MAC では Des 群の MAP、HR と Iso
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に分けた後、各薬物を 0.5、1.0、1.5 MAC で維持して、体循環と口腔組織血流量の変化を観察した。その
結果、揮発性麻酔薬による体循環と口腔組織血流量に及ぼす影響は異なった。すべての群で濃度依存性の
血圧低下がみられたが、血圧低下の程度はデスフルラン群で有意に小さかった。イソフルラン群では 1.5 
MAC で BBF および MBF が有意に増加した。口腔組織血流量へ与える影響はデスフルランが最も小さか
った。 
 本審査委員会では、（1）デスフルランの特徴について、(2) 全身麻酔に用いる薬物との相互作用につい
て、（3） 実験薬 0.5 MAC の維持時間が 1 時間と設定していることについて、（4）濃度依存性に血圧が低
下しているのに心拍数が維持されていることについて、（5）総頸動脈の血流量と口腔組織血流量の関係に
ついて、などについての質問があった。これらの質問に対する回答として、（1） 本邦でも導入され始めた
揮発性麻酔薬である。デスフルランは血液/ガス分配係数が小さく導入覚醒が速やかという特徴を持つ。気
道刺激性が強く、この気道刺激性が濃度上昇をさせた際に心拍数を増加させると報告されている。本研究
は研究デザインとして気道刺激性を除外するのは難しいため、気道刺激性を含めた結果である。（2） レミ
フェンタニルはセボフルランとの併用で口腔組織血流量を減少させると報告があり、デスフルランやイソ
フルランとの併用でも口腔組織血流量を減少させる可能性がある。（3）プロポフォールとの相互作用を除
外するため、予備実験で得られた 60 分という時間を設定した。（4）濃度上昇に伴い副交感神経活動の抑制
が起きたと考えられる。デスフルランは副交感神経活動を最も抑制すると報告されている。そのため本研
究でも濃度上昇に伴い心拍数が有意に増加したと考えられる。さらにデスフルランでは気道刺激性が心拍
数を増加させた一因となったと考えられる。（5）揮発性麻酔薬は脳血流量を増加させると報告されている。
それにも関わらず、総頸動脈の血流量は本研究では有意な増加はみられなかった。本研究で観察した部位
では口腔組織血流量は増加しており、減少している部位はなかった。しかし、今回観察の対象としなかっ
た顎下腺では、イソフルランによって血管収縮をきたすとの報告があり、そのような血流減少が起こって
いる部位が存在している可能性が考えられる。と説明された。また、論文の文章構成、図表構成および英
語表現についての指摘があり、修正が行われた。 
本研究で得られた結果は、今後の歯学の進歩、発展に寄与するところ大であり、学位授与に値するもの
と判定した。 
